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社会福祉法人　清豊福祉会

給
食
だ
よ
り

食
育
体
験
　
焼
き
お
に
ぎ
り
（
二
月
一
四
日
・
二
十
日
）

　

敷
い
た
ラ
ッ
プ
に
お
米
を
入
れ
て
、
三
角
や
丸
の
形
に
お
に
ぎ
り
を
握

り
ま
し
た
。
炭
火
で
焼
い
た
お
に
ぎ
り
か
ら
は
醤
油
の
香
ば
し
い
香
り
が

し
て
、「
早
く
食
べ
た
い
！
」
と
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
焼
き
た
て

の
焼
き
お
に
ぎ
り
を
美
味
し
そ
う
に
頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　

十
月
に
種
を
植
え
た
桜
島
大
根
の
収
穫
が
終
わ
り
ま
し
た
。

「
う
ん
と
こ
し
ょ
、
ど
っ
こ
い
し
ょ
」
五
歳
児
が
一
人
で
抜
く

に
は
と
て
も
力
が
必
要
で
、
一
番
大
き
い
も
の
で
7.9
㎏
に
も
な

り
ま
し
た
。
自
分
で
育
て
た
桜
島
大
根
は
家
に
持
ち
帰
り
、
こ

ど
も
園
で
も
美
味
し
く
調
理
し
て
食
べ
ま
し
た
。
鹿
児
島
の
特

産
品
で
あ
る
『
桜
島
大
根
作
り
』
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
た
こ
と

は
、
素
敵
な
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

い
っ
ぱ
い
笑
っ
て
…

桜
島
大
根
ク
ッ
キ
ン
グ
　（
二
月
七
日
）

（
以
上
、
主
幹
教
諭　

下
窪
）

　こども園便り　御所・風の子こども園
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社会福祉法人　清豊福祉会

健
康
だ
よ
り

保
健
指
導

　
『
清
潔
』
を
テ
ー
マ
に
年
六
回
実
施
し
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
清
潔
に
す
る
意
味
を

理
解
で
き
る
よ
う
に
、
歯
磨
き
や
手
洗
い
な

ど
の
実
践
も
取
り
入
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
か
ら
「
今
日
は
何
を
す
る
の
？
」、「
き
れ

い
に
手
を
洗
っ
た
よ
。」
と
声
を
か
け
て
も

ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
少
し
ず
つ
で
も
、

自
ら
体
を
清
潔
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
貰
え

れ
ば
幸
い
で
す
。

（
以
上
、
看
護
師　

兼
廣
）

（
以
上
、
栄
養
士　

和
田
）

遊
び
な
が
ら
体
づ
く
り
を
し
よ
う

　

子
ど
も
は
頭
が
重
い
の
で
転
倒
し
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
転
ん

だ
と
き
に
手
が
出
な
い
ま
ま
顔
か
ら
倒
れ
て
、
顔
や
頭
を
怪
我
を
し
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
顔
や
頭
の
怪
我
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
手
が
前
に

出
る
こ
と
、
腕
で
自
分
の
体
を
支
え
る
筋
力
を
つ
け
る
こ
と
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら
体
を
動
か
し
、
子
ど
も
自
身
が
身
を
守
る
力
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

安
全
だ
よ
り

新
入
職
員
紹
介

川
崎
　
美
香（
調
理
員
）

み
ん
な
と
楽
し
く
、
元
気
い
っ
ぱ
い
で
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

毎
日
、
元
気
い
っ
ぱ
い
過
ご
し
て
い
る
子
ど
も

た
ち
に
、
美
味
し
い
給
食
を
提
供
で
き
る
よ
う

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

梶
原
　
キ
リ
エ（
調
理
員
）
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　　ゆめ〜 KIBAIYANSE 〜
令和になって初めての発表会。色々な衣装に身を包み、それぞれがこども園で
取り組んできたことを発表しました。1 年を通して、成長したお子様の姿を感
じられたのではないでしょうか？　　　　　　　　　　　　　（広報グループ）

発表会、とても楽しかったです。
成長が見れました。
　　　　　　　　（ひよこ　男児）

元気に楽しそうに歌ったり、
踊ったりしている姿を見ること
ができて嬉しいでした。　　　
　　　　　　　（うさぎ　女児）

お弁当バスもかわいい衣装に
乗り物に乗っている姿も日常
の姿が見れておもしろかった
です。　　　（こあら　女児）

歌を歌ったり、組体操でバラン
スを崩すことなくできたり、楽
器の演奏を上手にできたりと成
長ぶりを実感し、とても感動し
ました。　　　（いるか　女児）

　第 3 回　はっぴょうかい
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　　ゆめ〜 KIBAIYANSE 〜
令和になって初めての発表会。色々な衣装に身を包み、それぞれがこども園で
取り組んできたことを発表しました。1 年を通して、成長したお子様の姿を感
じられたのではないでしょうか？　　　　　　　　　　　　　（広報グループ）

全ての発表に一生懸命頑張ってい
る姿を見て、とってもお兄ちゃん
になったなと感じました。　　　
　 （くじら　 男児）

お茶発表の最後にお茶を飲むとこ
ろがかわいかったです。　　　　
　　　　　　　　（しゃち　女児）

泣きもせずに楽しそうに踊ってい
いて私たちも嬉しかったです。運
動会では泣いていたので、成長を
感じました。　　（ぱんだ　女児）

お家で練習の様子をあまり話して
くれなかったので心配でしたが、
本番とても上手に踊っていて嬉し
かったです。　　　（りす　女児）

　第 3 回　はっぴょうかい

セバストガチョウ号　3月号4



社会福祉法人　清豊福祉会

　

今
年
度
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
『
言
葉
』
に
着
目
し
、
一
年
間
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
考
え
、
努
力
し
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境

が
大
き
く
変
わ
り
、
最
近
、
良
く
も
悪
く
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
『
個
』

に
特
化
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。も
ち
ろ
ん
個
性
は
大
事
で
す
し
、

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
『
個
』
を
尊
重
す
る
あ
ま
り
、
他
人
へ
の
思

い
や
り
や
気
配
り
が
軽
ん
じ
ら
れ
、
自
分
さ
え
良
け
れ
ば
と
い
う
風
潮
が

蔓
延
し
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
子
ど
も
は
人
の
中
で
育
つ
も
の
。『
個
』
も
人
と
人
と
の
関

わ
り
の
中
で
こ
そ
磨
か
れ
、
よ
り
成
長
す
る
も
の
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
の
『
言
葉
』
は
何
よ
り
大
事
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
自
分
の
気
持
ち
や
考
え
を
伝
え
る
の
も
、
誰
か
の
気
持
ち
を

慮
り
理
解
す
る
の
も
、
全
て
の
思
考
の
基
本
は
『
言
葉
』
だ
か
ら
で
す
。

そ
ん
な
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
と
共
に
考
え
、
大

事
に
し
て
き
た
一
年
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
『
言
葉
』
の
森
を
豊
か
に
す

る
た
め
に
、
読
書
や
読
み
聞
か
せ
を
大
切
に
し
、

私
た
ち
大
人
が
今
以
上
に
、
日
頃
の
『
言
葉
』

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

今
年
度
も
残
す
と
こ
ろ
一
ヶ
月
。
子
ど
も
た
ち
は
学
習
・
生

活
と
も
に
仕
上
げ
の
時
期
と
い
う
こ
と
を
自
覚
し
、
新
年
度
に

向
け
て
と
て
も
意
欲
的
で
す
。
こ
ま
回
し
や
竹
馬
、
跳
び
箱
な

ど
の
遊
び
も
目
標
を
決
め
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
み
ん

な
で
仲
良
く
、
楽
し
い
思
い
出
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
以
上
、
ク
ラ
ブ
長　

高
崎
）

言
葉
で
育
つ

児童クラブ便り　児童クラブ未来

跳び箱 竹馬

学習 フラフープ
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記
者　

福
田 

一
叶　

前
野 

希
佳
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社会福祉法人　清豊福祉会

御所こども園・風の子こども園では、自己の資質向上に繋げる
ことを目的に、年 4 回『幼保連携認定こども園教育・保育要領』
に基づいて保育を振り返り、自己評価チェックを行っています。

（以上、保育評価グループ）

自己評価チェック

理解度について ●『十分できている』
●『できている』
●『少しできている』
●『少しできていない』
●『全くできていない」の 5 段階で評価しました。

〜『満 1歳以上満 3歳未満の園児の保育に関するねらい及び内容について』〜

Q1．基本的事項について

Q2．健康について

満１歳以上満 3 歳未満では、『園児の生活の安定を図りながら、自分でしようとする気
持ちを尊重し、温かく見守るとともに、愛情豊かに、応答的に関わることが必要である』
とされています。満 3 歳以上と同様に『健康』『人間関係』『環境』『言葉』『表現』の 5
領域で示していますが、満 3 歳以上の 5 領域がそのまま適用され
るわけではありません。満 3 歳以上の子に比べて、身体的な関わ
りを伴う養護的な場面が多いですが、子どもの経験していること
に注目すると、教育的な側面が見えてきます。この時期の 5 領域は、
満 3 歳以上の生活へと緩やかに繋がっていくのです。

今回学んだ『満１歳以上満 3 歳未満の園児の保育に関するねらい
及び内容について』を踏まえて、保育者は “子どもの意欲や努力を
認めること” “温かく見守りながら、安心感を与えること” を大切
にし、子どもの自己肯定感など様々な力を身に付けていけるように
促していきます。

Q3．人間関係について Q4．環境について Q5．言葉について

Q6．表現について
今後の方向性
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２歳を過ぎ、ぱんだ組の子どもたちからは友だちや保育者とのやりとりの中で、日々成
長が感じられます。「先生なにしてるの？」「はい、どうぞ」などと日増しにお話も上手
になっています。ここでは、そんな子どもたちの成長を心温まるエピソードと共にご紹
介します。

（以上、保育教諭　川東）

やりとりから感じる気持ちの成長

「○○して！」という言葉に対し
て援助をすると、しっかり「あり
がとう」と言えるようになってき
ました。お茶を注いだから、エプ
ロンを付けたから、些細なことに
も一つひとつお礼を言ってくれる
姿に大人も学ぶ姿があります。

園庭遊びで転んでしまった男の
子。すると「大丈夫かー ⁉️」と
大急ぎでやってきて助け起こし砂
を払ってくれるお友だちが…。
子どもにとって転んだことは大事
件 ‼️ 自分が転んだら痛いから、
お友だちも心配になるんですね。

「ありがとう」 「大丈夫？」

生活する場が変わることへの子どもの気持ちはそ
れぞれです。新しいクラスになると、興味津々の
子もいれば、落ち着かない様子を見せる子もいま
す。不安な気持ちに共感し、頑張っていることを
認める環境を作ることが大切です。日々の「頑張
ったね」「偉かったね」の声掛けが、子どもたち
が安心して毎日を過ごせる自信にも繋がります。

新しい春に向けて

セバストガチョウ号　3月号8
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健
康
だ
よ
り

保育園だより　 御所季の子保育園

鬼
は
〜
外
、
福
は
〜
内
　
（
二
月
三
日)

　

各
ク
ラ
ス
で
製
作
し
た
鬼
の
お
面
を
被
り
、
い
ざ
出
陣
。
泣

き
虫
鬼
、
い
た
ず
ら
鬼
、
怒
り
ん
ぼ
鬼
に
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を

込
め
て
豆
を
投
げ
、
退
治
し
ま
し
た
。

耳
を
大
切
に
し
よ
う

　

耳
は
『
音
を
聞
く
こ
と
』『
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
』

の
二
つ
の
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
他
の
器
官
に
比
べ
て
病
気
に

な
っ
て
も
気
づ
く
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
日
頃
か
ら
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

　

先
月
行
わ
れ
た
発
表
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
た
く

さ
ん
の
感
動
を
も
ら
い
ま
し
た
。
ご
参
加
、
ご
協
力
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
年
度
も
あ
と
少
し
と
な
り
、
卒
園
や

進
級
の
時
期
が
近
く
に
つ
れ
、
期
待
や
不
安
で
胸
が
い
っ
ぱ
い

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
元
気

に
過
ご
せ
る
よ
う
に
職
員
一
同
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
ま
で
活
動
し
て
き
た
こ

と
を
通
し
て
、
元
気
に
発
表

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

『
第
三
回
発
表
会
』

（
以
上
、
主
任　

永
田
）

★はっぴょうかい★
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社会福祉法人　清豊福祉会

給
食
だ
よ
り

食
育
活
動
「
キ
ャ
ベ
ツ
ち
ぎ
り
」
（
二
月
十
二
日
）

　

二
歳
児
ク
ラ
ス
で
キ
ャ
ベ
ツ
ち
ぎ
り
を
し
た
後
、
野
菜
炒
め
を
作
り
ま

し
た
。
キ
ャ
ベ
ツ
の
葉
を
持
ち
、
食
べ
や
す
い
よ
う
に
小
さ
く
ち
ぎ
り
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
「
見
て
」「
出
来
た
」
と
保
育
者
に
知
ら
せ
な
が

ら
上
手
に
ち
ぎ
っ
て
い
ま
し
た
。
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
で
の
野
菜
炒
め
も
美

味
し
く
出
来
ま
し
た
。

ク
ッ
キ
ン
グ
「
ま
ぜ
ま
ぜ
サ
ラ
ダ
作
り
」（
二
月
十
三
日
）

　

一
歳
児
ク
ラ
ス
で
レ
タ
ス
を
ち
ぎ
り
、
サ
ラ
ダ
作
り
を
し
ま
し
た
。
初

め
は
レ
タ
ス
に
触
る
こ
と
に
抵
抗
の
あ
っ
た
子
ど
も
も
、
お
友
だ
ち
が
ち

ぎ
る
様
子
を
見
て
真
似
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

い
つ
も
野
菜
を
食
べ
な
い
子
ど
も
も
、
自
分
た
ち
で
作
っ
た
サ
ラ
ダ
は

特
別
な
よ
う
で
い
つ
も
よ
り
食
べ
て
い
ま
し
た
。

（
以
上
、
管
理
栄
養
士　

坂
元
）
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父母会便り

　

三
月
の
こ
と
を
、
古
い
言
葉
で

『
弥
生
』
と
言
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

『
草
木
が
す
く
す
く
と
生
い
茂
る

月
』
つ
ま
り
春
の
始
ま
り
を
意
味

し
て
い
ま
す
。春
に
な
る
と
、様
々

な
花
が
咲
い
た
り
、
そ
の
花
に
鳥

や
昆
虫
な
ど
が
や
っ
て
き
た
り
し

ま
す
。
寒
さ
も
和
ら
い
で
、
外
遊

び
も
楽
し
く
な
り
ま
す
ね
。　

　

花
・
鳥
・
虫
、
色
々
な
も
の
が

元
気
に
な
る
春
。
み
な
さ
ん
に
と

っ
て
素
敵
な
季
節
に
な
る
よ
う
に

今
か
ら
元
気
な
体
作
り
を
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
平
田
）

　保護者の皆様、いつも父母会活動へのご理解とご協力いただきありがとうございます。今年度も残り少なくな
りました。皆様のおかげで、来年度の新役員を引き受けてくださる方も全員決まりました。園に通う子どもたち
がより過ごしやすい環境を作るために、今後とも皆様のご協力をお願いいたします。
　3 月 14 日 ( 土 )、13 時より父母会を開催いたします。できるだけ多くのご参加をお待ちしております。役員
になられた方で、仕事や用事などで役員会に出られないときもあると思いますが、各クラス役員 2 人で LINE の
情報交換やお互いに協力しながら、役員会やを各行事を行なっていけますので、安心してください。

〈父母会の主な活動内容〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2019 年 3 月 1 日発行
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セバストガチョウ号

Ｇは御所のＧ。Ｋは風の子のＫ。M は季の子、未来のＭ。
ここでは、各施設に関する様々な情報をお送りいたしま
す。

■役員会（年 5 回）　
行事の約 1 〜 2 ヶ月前の土曜日の夕方、約 1 時間話
し合いを行います。役員会の間は子どもを預かってい
ただけます。
■お土産の選定
各行事の際、父母会からのお土産としてカタログを見
て選定していただきます。
■親睦会
親睦会を行うかのアンケートを実施し、実施する場合
は企画・運営などを行います。

　（以上、父母会会長　大久保）

■夏祭り
出店を行いますので、店番を募集したり、出店の準備・
店番・後片付けを行います。
■運動会　
父母会競技の種目・参加賞の検討、当日の招集・参加
賞の配布を行います。
■イルミネーション点灯式
イルミネーションの飾り付け・点灯式・片付けを行い
ます。
■谷山ふるさと祭り（4・5 歳児）
エイサーの旗持ちを行います。　　　　　　　　　　


